
 

※令和４年度以降入学生用 

学校番号 ４１６ 

令和５年度 国語科 

 

教科 国語 科目 
古典演習 A 単位

数 
2単位 年次 2年次 

副教材等 

「精選古典探究」 （大修館書店）改訂版  

古典文法要点整理ノート （数研出版） 

改訂版 最新国語便覧 (浜島書店) 

 

１ 担当者からのメッセージ（学習方法等） 

・文章からさまざまなことを「読み取る」ということを心がけていきましょう。 

・作品を通して、「読む能力」「書く能力」「話す・聞く能力」を身につけていきましょう。 

 

２ 学習の到達目標 

伝統的な言語文化に対する理解を深める。古典を通したものの見方や考え方との関わりの中で、伝え

合う力を高め、自分の思いを表現する。また、我が国の言語文化の担い手としての自覚を深め、言葉

を通して他者や社会に関わろうとする態度を養う。 

 

３ 評価の観点及びその趣旨 

観

点 
a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度 

観
点
の
趣
旨 

我が国の伝統的な言語文化

に対する理解を深めること

ができるようにする。 

古典などを通した先人のも

のの見方、感じ方、考え方と

の関わりの中で伝え合う力

を高め、自分の思いや考えを

広げ、文章などで表現できる

ようにする。 

生涯にわたって古典に親し

み、我が国の言語文化の担い

手としての自覚を深め、言葉

を通して他者や社会に関わ

ろうとする態度を養う。 

上に示す観点に基づいて、学習のまとまりごとに評価し、学年末に５段階の評定にまとめます。学習

内容に応じて、それぞれの観点を適切に配分し、評価します。 

４ 学習の活動 

学 

期 

単
元
名 

学習内容 単元（題材）の評価規準 

評価方法 

知(a) 思(b) 主(c) 

1

学

期 

宇

治

拾

遺

物

語 

・古文を読むための 

基礎的な知識を確認し、

古典作品の特質を知る。 

・我が国の伝統的な言語

文化を尊重する態度を涵

養する。 

 

a: 古典に用いられている語句の

意味や用法を理解し，古典を読む

ために必要な語句の量を増すこ

とを通して，語感を磨き語彙を豊

かにしている。 

b: 「読むこと」において文章の

種類を踏まえて，古典特有の表現

に注意して内容を的確に捉えて

いる。 

c: 説話文学に興味をもち、登場

人物の言動から多様な価値観を

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

定期考

査 

ノート 

ワークシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

読み取ろうとしている。 

十

訓

抄 

・古文を読むための 

基礎的な知識を確認し、

古典作品の特質を知る。 

・我が国の伝統的な言語

文化を尊重する態度を涵

養する。 

 

a:古典の作品や文章に表れてい

る，言葉の響きやリズム，修辞な

どの表現の特色について理解を

深めている。 

b:「読むこと」において文章の種

類を踏まえて，古典特有の表現に

注意して内容を的確に捉えてい

る。 

ｃ：古文の説話と現代のさまざま

な文化との繋がりを理解しよう

としている。 

定期考

査 

ワークシ

ート 

定期考

査 

ノート 

ワークシ

ート 

徒
然
草 

・古人の豊かな情操にふれ

る。 

・個人の価値を尊重し創造性

を培う。 

a: 古典に用いられている語句の

意味や用法を理解し，古典を読む

ために必要な語句の量を増すこ

とを通して，語感を磨き語彙を豊

かにしている。 

b「読むこと」において、古典の作

品や文章などに表れているもの

の見方，感じ方，考え方を踏まえ，

人間，社会，自然などに対する自

分の考えを広げたり深めたりし

ている。[書くこと]同じ題材を取

り上げた複数の古典の作品や文

章を読み比べ，思想や感情などの

共通点や相違点について論述し

たり発表したりしている。 

c: 文章に表れているものの見

方、感じ方、考え方をとらえ、作

者の価値観を理解しようとして

いる。 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

定期考

査 

ノート 

ワークシ

ート 

２
学
期 

伊
勢
物
語 

・想像力を養い、豊かな情操

を培う。 

・我が国の伝統的な言語文化

を尊重する態度を涵養する。 

a: 古典の作品や文章に表れてい

る，言葉の響きやリズム，修辞な

どの表現の特色について理解を

深めている。 

ｂ：「読むこと」において、文章

の種類を踏まえて，構成や展開な

どを的確に捉えている。 

ｃ：作品に興味をもち、物語の内

容や作品の背景、歌に込められた

登場人物の思いをとらえようと

している。 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

定期考

査 

ノート 

ワークシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

大
和
物
語 

・想像力を養い、豊かな情操

を培う。 

・我が国の伝統的な言語文化

を尊重する態度を涵養する。 

a:古典などを読むことを通して，

我が国の文化の特質や，我が国の

文化と中国など外国の文化との

関係について理解を深めている。 

b:「読むこと」において、文章の

種類を踏まえて，構成や展開など

を的確に捉えている。 

C:作品に興味をもち、物語の内容

や作品の背景、歌に込められた登

場人物の思いをとらえようとし

ている。 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

定期考

査 

ノート 

ワークシ

ート 

枕
草
子 

・我が国の自然風土と言語文

化の密接な関係に気づく。 

・我が国の伝統的な言語文化

を尊重する態度を涵養する。 

a: 古典などを読むことを通し

て，我が国の文化の特質や，我が

国の文化と中国など外国の文化

との関係について理解を深めて

いる。 

b:「読むこと」において、作品の

成立した背景や他の作品などと

の関係を踏まえながら古典など

を読み，その内容の解釈を深め，

作品の価値について考察してい

る。[書くこと]古典の作品に関連

のある事柄について様々な資料

を調べ，その成果を発表したり報

告書などにまとめたりしている。 

c:宮中での生活について理解し

ようとしている。 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

定期考

査 

ノート 

ワークシ

ート 

３
学
期 

源
氏
物
語 

・想像力を養い、豊かな情操

を培う。 

・我が国の伝統的な言語文化

を尊重する態度を涵養する。 

a: 古典の作品や文章に表れてい

る，言葉の響きやリズム，修辞な

どの表現の特色について理解を

深めている。 

b:「読むこと」において、古典の

作品や文章について，内容や解釈

を自分の知見と結び付け，考えを

広げたり深めたりしている。 

c:作品に興味をもち、物語の内容

や作品の背景、登場人物の思いを

とらえようとしている。 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

定期考

査 

ノート 

ワークシ

ート 



 

※令和４年度以降入学生用 

更
級
日
記 

古典に関する幅広い知識と

教養を身に付け、我が国の言

語文化を尊重する態度を培

う。 

a:古典の文の成分の順序や照応，

文章の構成や展開の仕方につい

て理解を深めている。 

b:「読むこと」において、古典の

作品や文章などに表れているも

のの見方，感じ方，考え方を踏ま

え，人間，社会，自然などに対す

る自分の考えを広げたり深めた

りしている。 

C:作品に描かれた古人の旅につ

いて読み味わうことを通して、当

時のならわしについて知り、旅に

ついて書かれた日記の意義につ

いて考えようとしている。 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

定期考

査 

ノート 

ワークシ

ート 

知
音 

・幅広い知識と真理を求める

態度を養う。 

・短文の訓読を通じて、我が

国の伝統的な言語文化を尊

重する態度を涵養する。 

a:古典を読むために必要な文語

のきまりや訓読のきまりについ

て理解を深めている。 

b:「読むこと」において、文章の

種類を踏まえて，構成や展開など

を的確に捉えている。 

C:故事成語の内容や文化的背景

に興味をもち、学習したことを普

段の生活の中に生かそうとして

いる。 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

定期考

査 

ノート 

ワークシ

ート 

漱
石
枕
流 

・幅広い知識と真理を求める

態度を養う。 

・短文の訓読を通じて、我が

国の伝統的な言語文化を尊

重する態度を涵養する。 

a:古典に用いられている語句の

意味や用法を理解し，古典を読む

ために必要な語句の量を増すこ

とを通して，語感を磨き語彙を豊

かにしている。 

b:「読むこと」において、古典の

作品や文章について，内容や解釈

を自分の知見と結び付け，考えを

広げたり深めたりしている。 

c:故事成語の内容や文化的背景

に興味をもち、学習したことを普

段の生活の中に生かそうとして

いる。 

定 期 考

査 

ワークシ

ート 

定期考

査 

ノート 

ワークシ

ート 

※表中の観点について a:知識・技能 b:思考・判断・表現 c:主体的に学習に取り組む態度   

※単元の評価規準[ｂ]について…括弧内には[ 話／聞、書、読 ]のどれか一つを記入して下さい。 

※年間の各領域時間数 

  ・話すこと／聞くこと …  （         ）時間 

  ・書くこと      …  （    5   ）時間 

  ・読むこと      …  （    65   ）時間 

 


